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(近飆 一郎)譽 鸞 粲粲雰子(鑼 腎齠 ぞo圃b蜘ie) (51j

興 奮 水 銀 原 子(AIlgeregtoQllecksilbe麟o皿o)

に よ る 水 素 分 子 の 活 性 化 に 就Z

近 森 誠 一 郎 遺 稿

電 子 と原 子 との 衝 突 の 際 の 歌 態 觀 察 か ら,電 子 の 衝 突 前 の 蓮 動 エ ネ

ル ギ ー が 原 子 に 量 子 飛 躍{QmUt亡en6pr匸llla)を さ す に 必 要 な る エ ネル ギ

ー の 量 に 等 し き か,或 は それ よ り も大 な るntは,衝 突 した 電 子is>H:の 蓮

動 の エ ネ ル ギ ー を 原 子 の 興 奮 工 ネ ル ギ 幽(玉11regung≡cucroic)と 燮 す る 事

が わ か る。 斯 の 如 き 電 子 と原 子 と σ)衝 突 を 第 一 種 の 衝 突 とな づ け る。

19315Flileiu及Pu=:lnndω は 電 子 と興 奮 され ナニる 陳 子 と0)衝 突 のr`;fw,

前 逋 の 揚 合 と反 對 に 蓮 動 の 綾 慢 な る 電 子 は1.;:=f一の 興 奮 工 ネ ル ギ ー を

取 り そ の 蓮 動 迷 度Jpif?加 す る こ とを 見 ナニ.而 して 之.を 第 二 種 の 衝 突

と 名 づ け'7..共 の 際 興 奮 さ れ ナニる 原 子 は 櫺 射 線 を 阻 し低 い 程 度 に 興

奮 さ れ 九 欺 態 に な る か,或 は 全 然 通 常 欺 態 に 移 る 事 を 指 摘 い 二。 この

事 よ り更 にFrank(.,,は.興 奮 さ れ た る15!子(3く はitf}か{也 の 原 子 傑 は 分

子)と 衝 突 す る 揚 合 を 研 究 し亡.此 の 際 は 前 者 は 後 者 にJI;量 子 エ ネ ル

ギ ー を 與 へ,自 分 は 光 を 出 さ す にliCい 量 ・Lr状態 に 移 り・其 量 子 エ ネ ル ギ

ー は 衝 突 しナニ原 子(夂 は 分 子)の 自 由 度 に從 ひ 分 ナニる.若 し興 奮 され た る

1#=F(叉 は 分 子}が 一 方 のL子 〔叉 は 分f.iにtL'し 充 分 大 な る.哮 は 衝 突 しi=

原 子(夊 は 分 子)に そ の 分 子 叉 は 原 子 内 の 電 一rに 量 子 飛 躍 セ 起 さ しめ る

夏 に 大 な る 時 は 化 學 反 應rl1に 淌 畳 さ るべ き エ ネ ル ギ ーiで もrs;.へ る

iy示 し た。(7.cit_・f.Phv.<・.IL19.193?)・7十 の 場 合 は 系 の 歴 力 の 培 加 す

る時 螢 光供 鳴 螢 光)のiFiへ る 事 に よ り,第 二 の 揚 合 はCario(=Dに ょ りて 示

さ1iLGpく 亭 種 のr斯 の3光 か ら他』種 の 瓦 斯0)螢 卑 に 變 交 る事 に よ

b,{Zeit掌.、f.Y]ly3・..10.102:)第 三 の 揚 含・.に光 化.麒 塚 應.中1こ 於1け.る セ ン シ'♪
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(53) (近森誠一郎〕
興奮 水 測原 子(:¥n:sere;teQ」 巴。k5涯eraし。鵬)
に よ る水索 分 子のrkSH化 に就 て

イ ザ ー の 存 在 す る一r.よ り其 の 可 能 を 想 像 す るz).を 得.

光 化 鍛 反 應 に 於 て,セ ン シ タ イ ザ 崗 が 光 を 吸 收 しJlの エ:fi.ル ギ ー を

他 の 物 質 に 奥 へ る 事 は 寫 眞 の 例 に 於 て も 明 な る.事 で あ るが,こ れ に 全

くBlein及 びRo.=,landに よ り他 の 物 理 的 過 程 を 經 て 設 明 され 鴬 る現 象

と蓮 結 され る 事 は 面 白 き 事 で あ る。

此 の 事 よ り夏 に 敏 感1ヒ され ナニる 光 化 學 反 應(,eiLibili=iertsapbotncSemi・

tehe$enktiouJに 於 け ろ 簡 單 な る 揚 合 と して,水 素 の 興 奮 化 を 見 る事 が

出 來 る,此 の 瓦 斯 を 他 の 化 學 反 應 を 起aな い,且 つ3?OVA"よ り 小 な る

淌 長 の 光 を 吸 收 す る 他 の 瓦 斯 と混 じ,其 の 混 含 瓦 斯 に 光 を 鴬 て る 時 水

素 の 興 奮 化 を 起3nで あ る。 然 して 水 素 自 身 がP?00:1.'よ り 少 な る

波 長 で な け れ ば 吸 敢 し な い 事 は 大 變 好 都 合 で あ る.此 等 の 事 を 基 礎

と して19:?3rFC.irin.及Frallkω は セ ン シ タ イ ザ ー と してIln蒸 汽 を 水

素 と混 じ水 銀 線253.5:1ｰの 光 を 以 τ 實 験 を 行 ひ 興 奮 化 され た る 水 素

を 得 光。

C:trio及Tram;は 此 く して 得 ナニる 興 稽 さ れ ナニる 水 素 を 以 て 酸 化 銅 並

に 酸 化 タ ン グ ス テ ンを 室 温 に て 還 元 した。 尚 其 後Dickinさo【L(5,は 斯 く

して 興 奮 化 い 二る水 素 が 酸 素 と4δ'に て 反 應 す る事 を 確 め,(Pr鴫N紘

Aced.ScL193.10)、 、㌃鑑 五〇yeヌ(o)は 水 銀 の 沸 謄 點 近 くに て 窒 素 と水 素

との 混 合 瓦 斯 中 に・水 銀 蒸 氣 のT;=fir.に て,水 銀 燈 の 光 を 當 て,ア ン{=s

の 少 量'eiw1.:.夂Jlur.=hal【 及TavlocC)は 此 く しτ 得 江 る水 素 とエT

レ ン广 酸 化 炭 素1二 酸.化 窒 素 及 二 酸 化 炭 素 との 反 應 を 見淌 个 迄 行 は れ

3.る 賓 験 と比 較 のi .:め 酸 素 との 反 態 及 窒 素 との 反 撞iを 見 ナニる が7L記

中 二 酸 化 炭 素 及 窒 素 は 反 慮 せ ざ り し 事 を 述 べ て を る,〔J.ofPiり ㌦㍉Chm},

1J25)

上 遞 の 入kの 實 験 中Fr餌kは 壓 力0.2pitnL以 下 に て 行 ひDioki匪o塞

0.18+n.彳,』 に て 行 ひ た る に 反 しTaアlorは 殆 ん ど常 壓 に 近 い壓 力 に て 行
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鰊 誠一郎)恐 鸞 爆 雰子9羅1二Qneckbic飆.me)
(ｻ1

つ て い る,爾Frankは 水 素 の 分!9kの 非 常.に 小.な る 時 は 水 銀 原 子 の 奥

奮 化 さ れ ナニる もの が 水 素 分 子 に 衝 突 す る 事 に よ り 興aS化 す る機 曾 か

非 常 に 尠 い 池 め 反 應 逑 度 は 殆 ん ど0に して,_一 興 奮 状 態 の 生 命 力ニニ

つ の 衝 突 間 のli.1'Pn9よ り も短 い ゾニめ で あ る,_._壓 力 の 塘 加 とil:に 段 々

堆 加 し共 鳴 螢 光 の 淌 へ る 即 ち 興 奮 エ ネ ル ギ ー を 衝 突 し ナニ分 子 に 與 へ

る。 隠 力0・15ncvu迄 最 初 は'i'一く後 は 緩 く上 つ τ 楽 る 事 を 逃 べ て ゐh-

Taylorの.行 ひ 九 る 實 験 の 反 應 逵 度 は 他 の 贊 驗 に 比 し103倍 乃 至40・∩O,

倍 の;rさ で あ ろ.iCの 理 由 は 未 だ に 判 明 さ れ な い が,興 奮 化 す るJvの

掻 さ に よ り非 常 の 柑 違 の あ る 事 は 想 像 に 難 くな い.さ れ ば 此 のYF

に 於 て 光 の 強 さ と反 態 連 度 との 鬮Lrの 定 量 的 決 定 を 行 ふ 事 に よ り説

明 さ る Σ事 と思 は る。 此 の 生 戒 量 の よ い:]:は 光 化 學 に 於 て 鹽 化 水 素

の 生 成 の 時 に 於 け る如 くIYi4Rffdiniumechan4m)の 起 る 結 果 と想 像

さ る。

fnjFr:wkは1849ム 。 の 線 を 以 て 興 奮 化 した が石 英 容 器 並 に 長 き室

氣 暦 を 通 り 光 は 既 に 非 常 に 弱 め ら れ て 居 る た め か洞 等 變 化 は 認 め ら

れ な か つt二iiiで あ る。

余 は 此 の 實 驗 は 光 源 と セ ン シ タ イ ザ ー とに 更 に 種 々 の 物 質 を 選 ぷ

事 に よ り,異 りた る幾 多 の 反 慮並 に 今 迄 行(3xt9二 る 反 應 の 逑 度 を 堆 す

事 等 を 戌 し 郡 る 事 と信 す。fY此 の'1}'rfを 摘 躅 觸 媒(contuctcatul}sisJの

場 合 と比 較 す る時 は 種 々 面 白 き 關 係 の 存 す る 事 はTay](Rに よ り 既 に

述 べ られ 仁 る所 な る が これ も此 種 の 然 も異 りた る幾 多 の 簀i験 のLIIる

事 に よ り,更 に 明 に さ るL事 と思 ふ の で あ る.
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